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論文の内容の要旨
本論文は主に以下の三つの課題に取り組んだものである。
1.線形システムに対して、対角化したのちに状態フィードバックにより笛有値を変更する方法があるが、
回有値に重複がある場合や不可制御の場合には適用できなかった。このような制約を全く受けずに任意の
固有値を持つ線形システムへ対角イとする一般的な手法を提案した。
2. 変数変換により、非総形システムを厳密に線形化する手法を開発し、それが可能であるための十分条件
を偏微分方程式の形で示した。この方程式を解く一般的方法は見つかっていないが、具体的に変数変換が
求まる場合を例題で詳細に示したことにより、どのステップが重要であるのかを明らかにした。
3. 従来は次数増加やサンプル周期に制約のあった多重レート離散時間化であるが、上記2項目の手法を用
いると、これらの制約を一切受けずに、単一あるいは多重レートで厳密に行えることを示した。
審査の結果の要旨
上記項目の lでは、よく知られている相似変換を自然な形で拡張して非線形の変数変換を提案したもので
あり、そのようなことが可能であることを世界で初めて示したと考えられる。 2では、現在非線形制御によ
りシステムの性質を変えて厳密に線形化する手法が多いなか、本手法は線形システムとの関係を導き出した
ものであり、線形系の応答から、逆変換によりもとの非線形システムの応答が得られるというものである 0
3では多重レート離散時間化でこれまで問題になっていた次数増加とサンプルレート関の制約に関する問題
を解決した。これらはどれも実現不可能と考えられていたテーマと思われるが、本研究は独創的な発想によ
りこれらを解決し、価値の高い貢献を行った。
平成 24年 5月23日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
格と判定された。
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上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博.士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
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